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話題提供
「地区担当制の実践から」

～豊田市の場合～

豊田市 保健部 地域保健課
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１ 豊田市の保健活動の概要

中核市移行 平成10年4月1日
平成11年度に地区分担制から業務分担制に変更
し分散配置となり、保健と福祉を総合的に推進す
る体制となった。

近隣６町村との合併 平成17年4月1日
保健師数 ４８人 ⇒ ７７人に増加
各合併町村での保健師の配置を徐々に廃止し、

足助支所を山間地区の拠点として、山間地区のみ
地区担当制で活動

「健康と福祉の相談窓口」平成29年7月3日
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市役所
足助支所

現在
• 保健師数 H29.4 82人（主任主査以上の保健師：27人 32.9％）

専門監 １名、課長 ２名、主幹 １名、副主幹 ６名、主任主査 １７名
• 勤務状況H29.4 育児休業 ６名、育児部分休業 １３名
• 保健師の配置 ５部 12課 ２機関に分散配置
• 保健活動体制
平成25年度に業務分担制から地区担当制を取り入れた重層型の体制に変更

高岡コミュニティ
センター



２ 保健活動の体制について
（１）組織体制
地区担当制を全市展開した地域保健課を新たに新設し、現在の専門分化した各業
務課と相互に連携した重層的な組織体制に変更することにより、市全体の保健施策
を個人から家庭や地域を主体に推進する。

（２）各課所管内容

（３）推進イメージ
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■各業務分担課
・各分野における計画策定等
・全市を対象として実施する検診等の
事業

・専門分野に関する啓発
・専門性の高い相談や対応

■地域保健課
・各分野計画に基づく地域単位の健康づく
りの推進

・各保健統計等から地域健康課題の把握
・小地域を対象とした出前講座等の展開
・健康に関する市民の相談窓口

連携

＜市長説明資料抜粋＞



（４）地区担当制導入による変化
① 地区担当保健師配置の促進 Ｈ２９（２５名／２８中学校区）
・個別ケースなどへの支援を通して地域の問題を把握し解決する仕組み作り
・地域主体の健康づくりを推進するための「地域健康マネジメント」

② 地域関係者会議（地区民協、地域会議、区長会等）への参加増加
地区担当保健師の地域特性に基づいた非定型業務を保障

③ 地域診断を行う体制整備（業務担当として位置づける）
市内看護大学の統計学講座に保健師１名を公費で受講
地域健康カルテの作成
地域診断検討会の設置

④ 地域特性に応じた健康なまちづくりに向けて取組を開始
＜きらきらウエルネス地域推進事業＞
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２ 保健活動の体制について

保健師の担当地区への責任意識の高揚
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３ きらきらウエルネス地域推進事業
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３-① 地域診断の実施 地域健康カルテ（中学校区別）詳細版
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地域健康カルテ
（中学校区別 ）
概要版
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ウオーキング推進には、自治
区ごとに歩数計を貸出して体
験会を行ってはどうかな？

子どもから大人まで一緒にで
きるラジオ体操を実施したら
どうかな？

高血圧者が多いのは、五平
餅や豚汁など濃い味を好む
人が多いからかな？

３－② 健康づくり意見交換会
当院の看護師が、「今日は1

日中血糖検査ばかりだった」と
いうこともあり、高血糖者が多
いという印象はある。



３－③ 地域の健康づくり計画の作成
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３－④ 健康づくり事業の実施
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ラジオ体操

野菜350ｇ摂取

ウオーキング

みそ汁塩分飲み比べ

住民主体

体操クラブ



３－⑤ 健康づくり事業の実施
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健康チェック

共働・連携

保護者への啓発
出前講座

小中学校

交流館

自治区

介護予防教室

減塩啓発

大学
出前講座

住民アンケート

病院

自主グループ
支援

企業・スーパー
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４－①効果の検証

アウトプット：健康づくり事業数、参加人数
取組地区（４地区）の実績（延べ人数）

アウトカム：データ指標

意見交換会の実施
←26年度に2地区
←27年度に2地区

事業数 参加人数

平成２７年度 30 5293
平成２８年度 117 35,132



４－②効果の検証（暫定）
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特定健診受診者の問診項目のうち事業実施地区と市全体を比較し変化が大きい指標（Ｈ25～Ｈ27）(％)
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５－① 地区担当制を導入して

■ 良かったこと
・地区担当保健師が受け持ち地区を包括的に関わることで、住民からの認知度や信頼度・期待度
が高まり、住民や関係機関との関係が深まる。

・地区のニーズや健康課題に応じた取組を住民との共働や関係機関と連携して推進している。
・住民が自分の地区に関心を持ち、健康づくりへの機運が高まることで、住民主体の多様な取組が
増加し、地区全体に広がりつつある。

■ 地区担当保健師に求められる力
①保健師としての専門性
・幅広い健康・生活上の問題への対応（ケース対応・関係機関との連携等）
・担当地区の健康課題を分析（データ・質的両面から）

②地域との良好な関係性を構築
・多分野における行政上の情報の把握（組織・制度等）
・住民・関係機関のニーズに応じた対応（夜間・休日出勤・フレックスや時差出勤の導入）

③住民との共働や関係機関と連携した保健事業を展開
・進んで地域に入り込み、ネットワークを構築
・住民や関係機関への説明・折衝
・地域のニーズや健康課題に応じた事業展開
＜地域保健課保健師まとめ＞
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５－② 地区担当制を導入して（保健事業実績の推移）



保健部長（保健所長）からのエール

３つのション
ミッション パッション プロフェッション
住民の健康を守り、つくるというミッション（使命）
を自覚し、ミッションを果たすために、職員一人一人が
パッション（情熱）を持って人や組織を動かし、プロの
職業人としての責任と誇りを持ち続けてほしい。
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ご清聴ありがとうございました


